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1980年、東京医科歯科大学医学部医
学科卒業。1985年、同大学大学院医
学研究科博士課程修了。1986年、米
国マウントサイナイ大学附属アルコー
ル研究治療センターリサーチフェロー。
2001年、東京医科歯科大学医学部附
属病院総合診療部教授並びに部長に
就任。その後、同大学医歯学融合教
育支援センター長、医学部附属病院
長、理事・副学長などを歴任。2020
年４月より現職。

　国立大学で唯一の医療系総合大学である東京医科歯科大
学は2022年４月、指定国立大学法人として新たなスター
トを切りました。「知と癒しの匠を創造し、人々の幸福に
貢献する」ことを理念に、「世代を超えた地球・人類の
『トータル・ヘルスケア』の実現（1）」を目指して、医療の
分野でグローバルリーダーとなる人材の養成に取り組んで
います。
　これまでも患者さん中心のチーム医療を推進してきまし
たが、2023年度からは新たなカリキュラムを導入し、多
職種連携教育を充実。また、リサーチユニバーシティとし
て異分野融合研究に力を注ぐとともに、コロナ禍で控えて
いた国際化の活動も今年度から活発化させています。なお、
国立大学法人東京医科歯科大学は2024年度中を目途に国
立大学法人東京工業大学と統合し、新大学「東京科学大学
（仮称）」の設立を目指しています。

ト
ー
タ
ル
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
実
現
を
目
指
し
て

異
分
野
融
合
研
究
と
多
職
種
連
携
教
育
を
実
践
。

知
と
癒
し
の
匠
を
創
造
し
、
人
々
の
幸
福
に
貢
献
す
る

東京医科歯科大学
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倫
理
観
を
も
っ
た
医
療
人
が

全
人
的
医
療
を
実
践

　

２
０
２
２
年
、
東
京
医
科
歯
科
大
学
は

「
世
界
屈
指
の
ト
ー
タ
ル
・
へ
ル
ス
ケ

ア
・
サ
イ
エ
ン
ス
の
拠
点
」
と
い
う
目
標

を
掲
げ
、
医
療
系
に
特
化
し
た
大
学
と
し

て
唯
一
の
指
定
国
立
大
学
法
人
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
構
想
に
よ
る
と
、

２
０
３
３
年
度
を
目
標
に
医
学
分
野
世
界

ト
ッ
プ
50
、
歯
学
分
野
世
界
ト
ッ
プ
１
の

医
歯
学
拠
点
を
構
築
し
、
ト
ー
タ
ル
・
ヘ

ル
ス
ケ
ア
の
実
現
に
寄
与
す
る
メ
デ
ィ
カ

ル
リ
サ
ー
チ
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
（
医
療
系

研
究
型
大
学
）
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
と

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
国
立
大
学
で
唯
一
の
医
療

系
総
合
大
学
と
し
て
、
先
駆
的
な
改
革
を

推
進
し
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
２
０
１
８

年
に
は
大
学
院
改
革
と
し
て
先
制
医
歯
理

工
学
コ
ー
ス
を
設
置
し
、
２
０
２
１
年
に

は
医
学
部
附
属
病
院
と
歯
学
部
附
属
病
院

が
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
２
３

年
に
は
口
腔
の
視
点
か
ら
全
身
疾
患
予
防

に
つ
な
が
る
先
制
医
療
の
高
度
化
・
研
究

力
強
化
を
よ
り
図
る
た
め
、
新
た
に
口
腔

保
健
学
の
博
士
課
程
を
新
設
し
ま
し
た
。

２
０
１
２
年
度
か
ら
「
チ
ー
ム
医
療
入

門
  （2）

」、
２
０
２
０
年
度
か
ら
は
「
チ
ー

ム
医
療
導
入
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
患
者

中
心
の
医
療
を
学
ぶ
双
方
向
型
の
授
業
を

展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
た
め
、

２
０
２
３
年
度
以
降
に
入
学
し
た
全
学
生

を
対
象
と
し
た
新
た
な
科
目
と
し
て
「
多

職
種
連
携
Ⅰ
、
Ⅱ
、
Ⅲ
」
を
開
講
し
ま
す
。

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
専
門
職
に
つ
い
て

知
り
、
共
通
す
る
職
業
倫
理
や
仕
事
に
対

す
る
姿
勢
、
多
職
種
連
携
の
重
要
性
を

学
ぶ
も
の
で
、
い
ず
れ
も
、
患
者
さ
ん
が

講
師
と
な
っ
て
行
う
講
演
を
含
み
患
者
中

心
の
医
療
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
特
徴

で
す
。

　
「
多
職
種
連
携
Ⅰ
」
で
は
入
学
直
後
に

全
学
科
専
攻
の
学
生
が
一
堂
に
会
し
、
卒

業
ま
で
に
学
ぶ
こ
と
、
卒
後
の
活
躍
に
つ

い
て
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
通
じ
て
学
び
、
医
療
系
大
学
で
学
ぶ
初

学
者
と
し
て
の
自
覚
を
持
つ
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
多
職
種
連
携
Ⅱ
」
で
は
、

チ
ー
ム
医
療
導
入
を
さ
ら
に
拡
充
し
、

「
自
ら
が
患
者
に
な
っ
た
ら
」
と
い
う
仮

想
シ
ナ
リ
オ
で
学
科
混
合
の
グ
ル
ー
プ
で

議
論
、
発
表
会
を
行
い
ま
す
。
保
健
衛
生

学
科
看
護
学
専
攻
、
検
査
技
術
学
専
攻
、

口
腔
保
健
学
科
口
腔
保
健
衛
生
学
専
攻
は

２
年
生
、
医
学
科
、
歯
学
科
、
口
腔
保
健

学
科
口
腔
保
健
工
学
専
攻
は
３
年
生
で
、

そ
れ
ぞ
れ
開
講
予
定
で
す
。「
多
職
種
連

携
Ⅲ
」
は
、
チ
ー
ム
医
療
入
門
を
発
展
さ

せ
、
各
学
科
で
の
臨
床
実
習
で
学
ん
だ
経

験
も
共
有
し
な
が
ら
議
論
を
深
め
、
自
分

こ
の
ほ
か
、
積
極
的
な
国
際
化
を
進
め
て

お
り
、
今
年
３
月
に
発
表
さ
れ
た
ク
ア
ク

ア
レ
リ
・
シ
モ
ン
ズ
（
Ｑ
Ｓ
）
に
よ
る

「
分
野
別
Ｑ
Ｓ
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
」

の
歯
学
分
野
で
日
本
第
１
位
、
世
界
第
３

位
タ
イ
。
医
学
分
野
で
は
日
本
第
４
位
、

世
界
第
１
３
６
位
の
高
評
価
を
獲
得
し
て

い
ま
す
。

　

田
中
雄
二
郎
学
長
は
「
ト
ー
タ
ル
・
へ

ル
ス
ケ
ア
・
サ
イ
エ
ン
ス
は
こ
れ
か
ら
本

学
が
社
会
と
と
も
に
歩
ん
で
い
く
た
め
の

キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。
知
と
癒
し
の
匠
を
創

造
し
、
人
々
の
幸
福
に
貢
献
す
る
と
い
う

基
本
理
念
の
も
と
、
高
度
な
医
療
の
知
識

と
卓
越
し
た
技
術
を
身
に
つ
け
た
上
で
、

思
い
や
り
と
倫
理
観
を
も
つ
医
師
、
歯
科

医
師
、
ス
タ
ッ
フ
が
全
人
的
医
療
を
実
践

し
て
い
き
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
導
入

多
職
種
連
携
教
育
を
強
化

　

東
京
医
科
歯
科
大
学
の
学
び
の
入
り
口

と
な
る
の
が
教
養
部
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

文
化
や
多
様
な
世
界
を
理
解
で
き
る
教
養

と
豊
か
な
人
間
性
、
高
い
倫
理
観
、
自
ら

考
え
解
決
す
る
創
造
性
を
持
ち
新
し
い
時

代
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
を
育
成
す
る

こ
と
を
教
養
教
育
の
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
教
養
教
育
と
と
も
に
柱
と
な
る
の

が
「
多
職
種
連
携
教
育
」
で
す
。
Ａ
Ｉ
が

活
用
さ
れ
る
未
来
医
療
に
お
い
て
も
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
知
識
、
体
験
、
価

値
観
を
総
合
し
た
多
職
種
連
携
は
人
間
に

し
か
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
京

医
科
歯
科
大
学
で
は
、
多
職
種
で
の
連
携

を
学
生
時
代
に
体
験
す
る
機
会
と
し
て
、

（1） 「世代を超えた地球・人類の
『トータル・ヘルスケア』の実現」

　時間（世代）＝Total Life Corse Healthcare・
疾患＝Total Disease Healthcare・空間（地域）
＝Total Community Healthcareを超えたトータ
ル・ヘルスケアの実現に向けて研究力を強化、
卓 越 し たClinician Scientist と Medical Data 
Scientistを育成して、国際協働も推進すること
により世界レベルのトータル・ヘルスケアを実
現する、世界屈指の医療系総合大学を目指す。

（2） チーム医療入門
　将来の「多職種連携Ⅲ」に該当。東京医科歯
科大学の最終学年学生と社会福祉士を目指す早
稲田大学、上智大学の学生、薬剤師を目指す星
薬科大学の学生が、学科混合のグループで話し
合い、専門職連携の重要性、患者中心の医療の
重要性を学ぶ。資料の検索、共有が簡便にでき、
他大学からも参加しやすいオンラインワーク
ショップを行い、口腔と全身に疾患のある患者
さんの仮想シナリオを用いて、この患者さんを
どう治療・ケアするかの意見を述べあう。厚生
労働省は2025年を目途に、高齢者の尊厳の保持
と自立生活の支援を目的として、可能な限り住
み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けること
ができるよう、地域の包括的な支援・サービス
提供体制（地域包括ケアシステム）の構築を推
進している。本実習では、患者の視点を得るプ
ログラムを導入しており、患者が求める医療に
ついて考える貴重な機会となっている。

（3） 四大学連合
　東京外国語大学、東京工業大学、一橋大学と
協力して2001年3月に発足。各大学が独立性を
保ちながら密接な連携を図り、一大学ではなし
えない教育プログラムを提供している。さらに、
それぞれ特徴的な研究領域を有する四大学の強
みを活かして、四大学連合ポストコロナ社会コ
ンソーシアムを設立し、学生を交えて学際的な
取り組みを進めている。

（4） TMDU Innovation park（TIP）
　東京医科歯科大学と三菱地所株式会社がより
良い医療、より人々の健康が増進される社会の
実現に向けて開設した、医療現場・研究現場発
のイノベーションコミュニティ。多様な業種業
界の企業・スタートアップ、行政によるコラボ
レーションを誘発し、医療・ヘルスケアイノ
ベーションの実現を目指す。会員は東京医科歯
科大学との共同研究や医療研究コンサルティン
グ、各種専門家の紹介等のビジネス・研究サー
ビスを受けることができる。１つの大学、１つ
の企業では思いつかないようなアイデアの創出
をはじめ、プロジェクトを加速し、トータルヘ
ルスケアイノベーションに取り組む。

タ
ー
な
ど
と
共
同
研
究
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
一
橋
大
学
、
東
京
外
国
語
大

学
、
東
京
工
業
大
学
と
形
成
す
る
四
大
学

連
合
  （3）

や
、TM

DU Innovation

（
Ｔ
Ｉ

Ｐ
）  （4） 

の
取
り
組
み
を
中
心
に
、
学
外
と

の
異
分
野
融
合
研
究
も
積
極
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。

　

研
究
は
「
研
究
の
自
由
」「
科
学
的
正

し
さ
」「
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
」
の
３
つ

を
ポ
リ
シ
ー
と
し
て
進
め
て
い
ま
す
。
具

体
的
な
例
と
し
て
、
医
工
連
携
に
係
わ
る

も
の
で
は
池
内
真
志
教
授
の
「
生
体
機
能

修
復
・
支
援
の
た
め
の
精
密
医
工
学
」、

松
元
亮
教
授
の
「
貼
る
だ
け
人
工
膵
臓
の

実
用
化
研
究
」、
中
島
義
和
教
授
の
「
Ａ

Ｉ
を
活
用
し
た
手
術
計
画
を
検
討
す
る
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
」
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
免
疫
感
染
症
研
究
で
は
、
佐
藤

壮
教
授
の
「
肺
胞
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
を
介

し
た
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
の
重
症
化
メ
カ
ニ

ズ
ム
の
解
明
」、
創
薬
部
門
で
は
横
田
隆

徳
教
授
の
「
血
液
脳
関
門
通
過
を
可
能
に

し
た
ヘ
テ
ロ
核
酸
医
薬
の
開
発
」
な
ど
、

枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

次
世
代
の
研
究
者
を
育
成
す
る
た
め
の

多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る

世
界
レ
ベ
ル
の
研
究
を
推
進

　

東
京
医
科
歯
科
大
学
は
、
リ
サ
ー
チ
ユ

ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
し
て
数
多
く
の
世
界
最

先
端
の
研
究
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
優
れ

た
研
究
成
果
を
上
げ
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら

ず
、
そ
の
成
果
を
「
世
代
を
超
え
た
地

球
・
人
類
の
『
ト
ー
タ

ル
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
』
の
実

現
」
に
結
び
つ
け
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

ト
ー
タ
ル
・
ヘ
ル
ス
ケ

ア
を
実
現
す
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
た
め

に
は
、
異
分
野
融
合
研
究

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
学
内

で
は
、
部
局
横
断
型
研
究

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「Blue 

Bird 

（
Ｂ
Ｂ
）
企
画
」
を

実
施
し
、
医
学
、
歯
学
分

野
を
は
じ
め
、
理
学
系
の

難
治
疾
患
研
究
所
、
工
学

系
の
生
体
材
料
工
学
研
究

所
、
デ
ー
タ
科
学
系
の
Ｍ

＆
Ｄ
デ
ー
タ
科
学
セ
ン

の
学
科
専
攻
の
視
点
に
と
ら
わ
れ
ず
、
患

者
中
心
の
全
人
的
視
点
を
身
に
つ
け
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
医
学
科
・
歯
学
科
の
６
年

生
が
臨
床
の
経
験
を
活
か
し
て
と
も
に
学

ぶ
連
携
実
習
や
学
科
を
超
え
た
合
同
症
例

検
討
会
な
ど
、
実
臨
床
を
念
頭
に
お
い
た

種
々
の
連
携
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

早
期
学
位
取
得
を
目
指
す
「
Ｍ
Ｄ-

Ph
Ｄ

コ
ー
ス
」「
Ｄ
Ｄ
Ｓ-

Ph
Ｄ
コ
ー
ス
」
は
、

原
則
と
し
て
医
学
科
・
歯
学
科
４
年
修
了

時
に
大
学
院
に
進
学
し
、
学
位
取
得
後
に

学
科
に
戻
り
卒
業
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

力
を
合
わ
せ
て
未
来
を
拓
く

グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
を
育
成

　

東
京
医
科
歯
科
大
学
で
は
、
医
学
・
医

療
分
野
で
世
界
を
牽
引
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル

リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
た
め
の
各
種
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
新
入
生
を

対
象
に
春
に
開
催
さ
れ
る
の
が
グ
ロ
ー
バ

ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
、
国
際
保
健
問
題
な
ど
の
事
例
を
用

い
て
、
英
語
に
よ
る
模
擬
交
渉
を
行
い
ま

す
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
カ
フ
ェ
で
は
、

本
学
学
生
と
国
内
外
の
提
携
校
の
学
生
た

ち
が
一
堂
に
会
し
、
英
語
で
徹
底
的
に
議

論
し
ま
す
。

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
Ｈ
Ｓ
Ｌ
Ｐ
）」
は
、
完
全
英
語
履

修
の
リ
ー
ダ
ー
養
成
選
抜
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、

学
士
課
程
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
の

フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
と
言
え
る
取
り
組
み
で

す
。
生
命
科
学
研
究
・
国
際
保
健
／
医
療

政
策
・
医
療
産
業
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
医

療
関
連
分
野
に
お
い
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

視
野
／
枠
組
み
／
舞
台
で
、
医
学
／
医
療

を
創
造
し
変
革
を
起
こ
す
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。
第
１
学

年
後
期
か
ら
学
士
課
程
修
了
ま
で
、
学
修

レ
ベ
ル
に
応
じ
て
段
階
的
に
必
要
な
資
質

を
獲
得
し
て
い
く
ス
パ
イ
ラ
ル
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
と
な
っ
て
お
り
、
海
外
留
学
経
験
も

必
須
で
す
。
医
学
部
医
学
科
で
は
、
ハ
ー

バ
ー
ド
公
衆
衛
生
大
学
院
等
で
の
基
礎
医

学
実
習
、
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
、

ヴ
ァ
ン
ダ
ー
ビ
ル
ト
大
学
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
国
立
大
学
等
で
の
長
期
臨
床
実
習
、

国
立
台
湾
大
学
、
国
防
医
学
院
、
マ
ヒ
ド

ン
大
学
シ
リ
ラ
ー
ト
病
院
、
マ
ヒ
ド
ン
大

学
ラ
マ
チ
ボ
デ
ィ
病
院
、
チ
ェ
ン
マ
イ
大

学
、
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ー
ン
大
学
、
ソ
ウ
ル

国
立
大
学
等
で
の
短
期
臨
床
実
習
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

田
中
学
長
は
、「
ト
ー
タ
ル
・
ヘ
ル
ス

ケ
ア
・
サ
イ
エ
ン
ス
の
実
現
に
は
、
す
べ

て
の
医
療
職
の
連
携
が
不
可
欠
で
す
。
ま

た
、
医
学
、
歯
学
の
領
域
を
超
え
た
工
学

と
の
連
携
も
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
こ

の
た
め
２
０
２
４
年
度
中
に
は
、
東
京
工

業
大
学
と
の
統
合
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

本
学
の
教
育
目
標
で
あ
る
ク
リ
ニ
シ
ャ

ン
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
（
医
療
の
視
点

を
持
っ
た
研
究
者
）
と
サ
イ
エ
ン
テ
ィ

フ
ィ
ッ
ク
・
ク
リ
ニ
シ
ャ
ン
（
科
学
的
な

視
点
を
持
っ
た
医
療
者
）
の
養
成
に
も
拍

車
が
か
か
る
で
し
ょ
う
。『
力
を
合
わ
せ

て
未
来
を
拓
く
』
を
合
言
葉
に
、
私
た
ち

と
共
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま
す
。
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